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出生児・卒業生らに三つ葉ツツジを贈呈
道志村では、四季豊かな地域景観を創造するため「ふるさとづくり花いっぱい運動」を推進しています。

この運動は、地域住民と行政が一体となり自分たちの住む地域を美しくすると共に、花や木を育て合

わせて「思いやりの心」を育てていただくことを目的に「道志村ふるさとづくり花いっぱい運動」とし

て推進しているものです。

平成18年度においては、出生児16名、保育所の退所児17名、

小学校卒業生20名、中学校卒業生22名にそれぞれ大田村長か

ら三つ葉ツツジを贈呈いたしました。

この三つ葉ツツジを人生の節目の記念樹として、子どもた

ちの成長と共に育て見守っていただき、道志村が花咲く七里

となることを念願するものです。

水越百華ちゃん
板橋　誠さん

佐藤愛真ちゃん
西和出村　真樹さん

山口由乃ちゃん
竹之本　哲央さん

杉本友哉くん
下善之木　和也さん

山本摩也くん
東和出村　学さん

山口星來ちゃん
東和出村　慎吾さん

佐藤良哉くん
東和出村　大仁さん

出羽高虎くん
笹久根　勝頼さん

加藤己侑ちゃん
板橋　源正さん

志村海玖斗くん
西和出村　茂さん

水越千代ちゃん
上白井平　彦衛さん

白井穂香ちゃん
東神地　一博さん

山口丈瑠くん
竹之本　義弘さん

河内胡桃未ちゃん
大栗　淳至さん

志村蘭真くん
西和出村　真樹さん

佐藤　聖くん
馬場　好起さん

道志小学校卒業式で贈呈

人生記念樹で花咲く七里  人生記念樹で花咲く七里  人生記念樹で花咲く七里  人生記念樹で花咲く七里  
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道志村選挙管理委員会からのお知らせ

４月８日　日曜日は山梨県議会議員一般選挙の投票日です。
◎投票日に都合で投票できない方は　期日前投票を御利用下さい。

◎期日前投票は３月31日から４月７日までの間

毎日　午前８時30分から　午後８時まで

道志村中央公民館１階会議室で行えます。

４月のつぼみっこくらぶ

春は旅たちの季節でもあり、今まで“つぼみっこ”で元気に遊んでいた子供たちが、保育所へ入所

し集団生活の準備をしている事と思います。これまで毎週火曜日に実施していましたが、今年度から

月2回に変更させていただきます。親子のふれあいと、食育事業の推進をしていきます。

★対象者 保育所入所前のお子さんと保護者

４月の予定は・・・

◎みんなで一緒に春の花を植えましょう!!!
日　時 ４月10日 (火) 午後２時～４時

場　所 福祉センター

内　容 プランターに花を植えましょう。子供たちが作業できる方は一緒に、

汚れてもいい服装で参加してください。

※ 雨天の場合、福祉センター内で親子遊びをしましょう。

◎お花見会を開催します
日　時 ４月24日 (火） 午後２時～４時

場　所 福祉センターに集合してください。

内　容 道志の桜が見頃を迎えているでしょう。

センター周辺で子供たちと一緒に春探しに出かけましょう。

※ 雨天の場合、福祉センター内で親子遊びをしましょう。

お願い 遊んだ後はみんなで一緒に片づけをしましょう。

つぼみっこくらぶについてのお問合せは・・・

道志村役場　住民健康課（保健師） 宮川まで　　　　　　　　

TEL 52－2113（内線120）まで
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４月１日（日）から４月10日(火）の10日間、「新入学児童・園児を交通事故から守る運動」を実

施します。

◆運動の目的 慣れない通学路を通いはじめる新入学児童・園児等に交通安全教育を実施し、その実践

を習慣付けるとともに、新入学児童・園児を交通事故から守る県民意識の醸成を図るこ

とにより、新入学期の子どもの交通事故防止を図ることを目的とする。

◆交通安全スローガン

「運転は　人に社会に　思いやり」

「ゆびきりね　しないさせない　ルール違反」

◆運動の重点項目

１　新入学児童・園児に対する交通安全教育の推進

２　通学・通遠路における安全の確保

３　新入学児童・園児を交通事故から守る県民意識の醸成

※慣れない道路をはじめて通学・通園する子ども達が事故に遭わないように、子どもを見かけたら、車

のスピードを落とすなどして、特に、飛び出しには注意しましょう。

※また、大人が子どものよいお手本となるように行動し、正しい交通ルールや交通マナーを教えてあげ

ましょう。

道志村交通安全対策本部・大月交通安全協会道志支部

三
月
十
八
日
道
志
体
験
農
園
の
裏
山
に
お
い
て

ヤ
マ
桜
・
楓
三
十
年
浪
漫
事
業
の
植
樹
祭
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
自
然
環
境
保
護
、
景

観
形
成
の
一
環
と
し
て
山
里
に
ヤ
マ
桜
、
楓
の
オ

ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
森
林
や
自
然
環
境

に
関
心
を
求
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
日
本
一
の
ヤ

マ
桜
・
楓
の
里
山
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヤ
マ
桜
・
楓
の
苗
木
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
約
七
十
組
の
応
募
が
あ
り
神
奈
川
県
か
ら

九
割
、
そ
の
う
ち
八
割
が
横
浜
市
民
で
し
た
。

当
日
は
二
〇
〇
人
が
参
加
し
て
ヤ
マ
桜
や
楓
な

ど
一
二
〇
本
余
り
を
植
樹
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

な
か
に
は
、
子
供
が
生
ま
れ
て
記
念
に
と
ヤ
マ
桜

や
楓
に
名
札
を
付
け
、
記
念
写
真
を
と
り
、
桜
の

花
が
咲
く
季
節
や
、
楓
の
紅
葉
の
季
節
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

新入学児童・園児を交通事故から守る運動

ヤ
マ
桜
・
楓
の
植
樹
祭

植樹祭の受付

植樹風景

植樹風景

子供の出生記念に
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道志小学校 ・・・6年間過した学校生活、校長先生からいただいた卒業証書は一人一人の思い

出がいっぱいこめられています。20名のみなさんは、たくさんの方々に見守られながら卒業

しました。

道志中学校・・・３年間過した学び舎を22名の皆さんが巣立ちました。一抹の寂しさと大きな

希望を胸に３年間通いなれた中学校を後にしました。それぞれの道に向かってがんばってくだ

さい。

卒
業
お
め
お
め
で
と
う

で
と
う 

卒
業
お
め
お
め
で
と
う

で
と
う 

卒
業
お
め
で
と
う 
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「緑と清流と歴史の郷」であるこの道志村で、手づくりにより生れた多くのクラフトを沢山の人に触

れていただき、作り手と使い手の交流の場を設けると共に、地域産業の振興を図るため開催いたします。

日　時 平成19年５月26日 (土）９：00～17：00 27日 (日）9：00～17：00

会　場 道の駅どうし 芝生広場等

「第2回 道志村クラフトフェア」の開催

出展者募集！

応募資格
１．道志村に住所を有する者。又は道志村に工房等があり主

に道志村でクラフト活動をしていること。

２．出展者本人のオリジナル作品であること。（仕入品等

を展示販売することはできません。）

３．主催者の指示に従い、秩序を守ること。(詳細は説明

会で)

出 展 料 ・1区画 ２,000円 (開催期間中)

出展場所
・道の駅どうし 芝生広場：約３．６Ｍ×３．６Ｍ

（場所により多少異なります。）

申込締切

・平成19年５月10日(木）午後５時まで 役場 産業振興課

※ 指定の申込用紙にてお願いします。

出展者説明会

・平成19年５月16日 (水）午後２時～

道の駅どうし２階会議室

応募・問合せ先

・道志村役場 産業振興課 商工観光係

TEL 0554－52－2115
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春になりました。しかし、気温の変動、およびインフルエンザ、感冒等での呼吸器に負

荷が以前としてかかる時期でもあります。今回は中高年の呼吸状態、喘息とＣＯＰＤにつ

いて（日医ニュースより参考）です。

最近では喘息のコントロールは良好であり、喘息死亡が減少しています。しかし、その一方で高齢の

喘息患者の増加し、中高年以上に多く認められるＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）との合併が問題となっ

ています。

ＣＯＰＤは喫煙や大気汚染などにより有毒物質を吸入することで気道の炎症や肺気腫などの病変が形

成され、それらが複合的に作用し、肺からの空気が出にくくなる病気です。高齢者に多く、７0歳代で

は5人に1人がＣＯＰＤといわれています。また厚生労働省の調査によると、ＣＯＰＤの患者さんの約4

分の１は喘息を合併しています。2つの病気は気道が挟まって呼吸困難になり、咳や痰が出るなどの症

状が共通しているため、喘息かＣＯ

ＰＤか、あるいは両方を合併してい

るのかについては判別は困難です。

年齢、喫煙歴、安静時の息苦しさの

ある・なしなどが参考になりますし、

その他にいろいろな検査や身体の状

態などから、2つの病気は区別され、

診断されます。喘息とＣＯＰＤを区

別する目安は若い、喫煙歴がない、

または短い。安静時でも息苦しいな

どは喘息の可能性が高く。中高年以

上、喫煙歴が長い、また安静にして

いれば息苦しくない場合はＣＯＰＤ

の可能性が高いです。

治療として薬物治療では、両方合

併例では気管支拡張薬、吸入ステロ

イド、抗コリン薬等使用します。
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４月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。
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28
午前中のみ診察

幹
部
候
補
生

●
一
般
・
技
術

●
歯
科
・
薬
剤

願
書
受
付
期
間

五
月
十
一
日
（金）
ま
で

試
験
期
日

一
次
試
験

五
月
十
九
日
（火）
・
五
月
二
十
日
（日）

予
備
自
衛
官
補

●
一
般

●
技
能

願
書
受
付
期
間

第
一
回
　
四
月
九
日
（月）
ま
で

第
二
回
　
十
月
十
五
日
（月）
ま
で

試
験
期
日

第
一
回
　
四
月
十
四
日
（土）
〜

四
月
十
六
日
（月）

第
二
回
　
十
月
二
十
日
（土）
〜

十
月
二
十
二
日
（月）

※
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

お
問
い
合
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

大
月
地
域
事
務
所

大
月
市
御
太
刀
二
ー
八
ー
十

大
月
合
同
庁
舎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
四
‐
二
二
‐
一
二
九
八

平
成
十
九
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内



三
月
十
三
日
、
記
念
す
べ
き
第
六
十
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
告
辞
の
後
、
村
長
さ
ん
、
議

長
さ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
か
ら
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
二
十
二
名
の
卒
業
生
は
感
動

の
中
、
巣
立
ち
ま
し
た
。
義
務
教
育
最
後
の
授

業
と
し
て
、
感
謝
・
自
身
・
希
望
の
意
を
表
す

よ
い
式
で
し
た
。

去
る
三
月
二
十
三
日
に
、
思
い
出
の
品
々
を

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
、
五
年
後
の
成
人
式

で
の
開
封
を
約
束
し
、
校
庭
の
隅
に
埋
め
ま
し

た
。

進
学
先
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
ず
っ
と
一
緒
に

過
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
よ
い

仲
間
関
係
を
保
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
三
年
生
に
贈
る
会
が
三
月
九
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
道
志
中
学
校
の
顔
と
し
て
が

ん
ば
っ
て
く
れ
た
三
年
生
に
対
し
て
、
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
た
め
一
・
二
年
生
が
心
を
込
め

て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
巣
立
ち
の
春
を
思
わ
せ
る
飾
り
付

け
の
中
、
卒
業
生
を
迎
え
ま
し
た
。
呼
び
か
け

や
合
唱
を
折
り
込
ん
だ
学
年
・
部
活
の
出
し
物

に
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
で

三
年
間
の
思
い
出
を
た
ど
り
ま
し
た
。
最
後
に

「
三
年
生
今
ま
で
あ
り
が
と
う
夢
に
向
か
っ
て

は
ば
た
け
」
の
大
文
字
を
蛍
光
塗
料
で
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
と
い
う
演
出
も
用
意
さ
れ
、
心
に

残
る
す
ば
ら
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
執
行
部
の
企
画
立
案
の
も
と
、
実
施
さ
れ

る
初
め
て
の
行
事
で
し
た
が
、
一
所
懸
命
取
り

組
ん
だ
成
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
卒
業

生
を
見
習
い
、
在
校
生
も
よ
い
伝
統
を
引
き
継

い
で
い
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
た
行
事

で
も
あ
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
々
に
も
大
勢
見
に
来
て
い
た
だ
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気
持
ち
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
に
行
っ

て
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
悩
み
、
葛
藤
す
る
場
面

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
道
志
中
魂
で
、
力
強

く
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

次
表
は
、
今
年
度
の
進
路
状
況
で
す
。

昨
年
の
十
二
月
に
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
募
金
で
い
た
だ
い
た
御
芳
志
で
、
三

馬
力
の
ミ
ニ
耕
う
ん
機
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
栽
培
の
授
業
で
畑
を
耕
す
時
や
花

壇
を
耕
す
時
に
、
大
活
躍
し
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
関
係
の
皆
さ
ん
の
厚
意
に
感
謝
し
、
い

つ
ま
で
も
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

富
士
吉
田
在
住
で
、
聴
覚
に
障
害
を
お
持
ち

の
関
根
ふ
じ
ゑ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
福
祉
講
話

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
手
話
通
訳
に
一
昨
年
お

世
話
に
な
っ
た
天
野
詠
美
さ
ん
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
関
根
さ
ん
の

生
き
方
に
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
日
常

使
え
る
あ
い
さ
つ
を
手
話
で
ど
う
表
現
す
る
の

か
を
教
え
て
も
ら
い
、
心
の
通
う
ひ
と
と
き
で

し
た
。

今
回
は
道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催

と
い
う
こ
と
で
、
山
口
松
代
さ
ん
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●●● 学校だより 道志中学校 (第29号）●●●

き
、
会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

入
試
制
度
が
大
き
く
変
わ
っ
た
今
年
度
、
親

も
子
も
教
師
も
思
い
悩
む
入
試
元
年
で
し
た
。

「
進
路
情
報
」
に
よ
る
情
報
提
供
・
各
高
校
で

実
施
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
体
験
入

学
及
び
説
明
会
へ
の
参
加
・
高
校
の
先
生
方
を

招
い
て
の
「
進
路
説
明
会
」
・
各
高
校
の
先
輩

方
を
招
い
て
の
「
高
校
生
に
よ
る
進
路
説
明

会
」
・
二
者
懇
談
や
三
者
懇
談
に
よ
る
進
路
相

談
の
実
施
な
ど
、
き
め
細
か
な
進
路
指
導
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。

前
期
募
集
に
九
人
が
挑
戦
し
、
見
事
全
員
が

内
定
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
け
と
ば
か
り
に
、
後

期
募
集
組
十
三
人
も
最
後
の
追
い
込
み
を
か
け

て
の
受
験
勉
強
。
緊
張
の
毎
日
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
一
人
一
人
の
努
力
が
実
を
結
び
、
全

員
が
希
望
す
る
高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

夏
休
み
か
ら
本
格
的
に
学
習
を
始
め
、
早
朝

や
放
課
後
も
上
手
に
時
間
を
見
つ
け
出
し
、
勉

強
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
や
る
こ
と

の
大
切
さ
、
諦
め
ず
最
後
ま
で
挑
戦
し
続
け
る

第
六
十
回

卒
業
証
書
授
与
式

三
年
生
に
贈
る
会

高　校　名　　 人数

桂 高 等 学 校　 3（1）

谷村工業高等学校　 7（4）

都 留 高 等 学 校　 2（1）

富士河口湖高等学校　 0

吉 田 高 等 学 校　 6

富士北稜高等学校 4（3）

（ ）前期内定者の内数

ミ
ニ
耕
う
ん
機
を

購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

福
祉
講
話
集
会

二
十
二
名
の
進
路
決
ま
る



山
火
事
が
多
発
す
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す

の
で
、
た
き
火
、
た
ば
こ
、
下
草
焼
な
ど

の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
が
原
因
で
、

周
囲
に
す
ぐ
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

作
業
や
行
楽
で
山
に
入
る
時
は
、

・
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
枯
れ
草
な
ど
の

あ
る
場
所
で
は
、
火
を
使
用
し
な
い
こ
と

・
強
風
の
時
に
は
、
た
き
火
や
下
草
焼
き

を
し
な
い
こ
と

・
た
ば
こ
の
火
は
完
全
に
消
し
て
、
投
げ

捨
て
は
し
な
い
こ
と

な
ど
、
火
の
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
、
貴

重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

平成19年４月１日（18）

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
二
台
が
老
朽
化
に

伴
い
使
用
で
き
な
く
な
る
為
、
買
い
替
え

を
行
い
、
三
月
八
日
役
場
前
に
お
い
て
、

道
志
村
長
か
ら
池
谷
団
長
へ
鍵
の
引
渡
し

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
よ
り
第
二
分
団
第
一
部（
椿
地
区
）

と
第
四
分
団
第
一
部
（
善
之
木
地
区
）
に

正
式
に
配
備
さ
れ
、
二
台
の
消
防
自
動
車

は
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
装
備
等
で
、
団
員

の
安
全
面
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

で
村
民
の
生
命
、
財
産
を
守
り
安
全
、
安

心
な
街
づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

二
月
十
五
日
神
地
の
山
口
泰
子
さ
ん
よ

り
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ

ル
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
用
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
を
寄
贈

林
野
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

更
新
さ
れ
ま
し
た

田舎暮らしにあこがれて
川村　 小出　隆夫さん

田舎暮らしにあ

こがれて　道志村

へ参りまして早８

年が過ぎようとし

ています。

四季の移り変わ

りの素晴らしさと、

人々の暖かいおつ

き合いに囲まれて毎日楽しく過ごして

います。

地域のお祭りや催しには欠かさずお

誘いがあり喜んで参加して村の文化や

伝統に楽しく接しています。

日課の散歩は板橋から長又まで山沿

い約５キロを１時間かけてあるき、自

然を満喫しています。

裏庭の小さな畑は僅かな野菜が食卓

をにぎやかせてくれます。

時々村の方からいろいろな仕事のお

手伝いを頼まれ楽しみながら出かけて

新しい出会いを経験しています。

村民ゴルフは引っ越した年よりお誘

いを受け参加させて頂いています。又

一富士会にもいれてもらい年４回のコ

ンペもエンジョイしています。

しばらく村を外れ帰ってくるとほっ

とします。やっぱり道志村の生活が私

にあってる様です。これからも皆さん

宜しくお願いします。

第
四
分
団
第
一
部
（
善
之
木
地
区
）

第
二
分
団
第
一
部
（
椿
地
区
）



（19）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
は
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

●
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
や
廃
品
の
焼
却

●
解
体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
屑
等
の
焼

却
●
事
業
活
動
で
出
た
紙
屑
等
の
焼
却

●
霜
害
を
防
ぐ
た
め
の
廃
タ
イ
ヤ
等
の
焼

却
●
農
業
で
マ
ル
チ
ン
グ
や
ヒ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
類
の
焼
却

罰
則廃

棄
物
処
理
法
　
第
二
十
五
条
一
項

違
反
し
た
者
に
対
し
て
５
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
下
の

罰
金
。

問
合
せ
先

住
民
健
康
課
　
環
境
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
四(

五
二)
二
一
一
三

内
線
一
一
九
ま
で
。

ゴ
ミ
の
野
焼
き
禁
止

五
人
一
組
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
二
〇

〇
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
交

通
安
全
運
動
で
す
。

無
事
故
無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に

は
、
表
彰
状
や
記
念
品
を
授
与
し
ま
す
。

ま
た
、
抽
選
会
参
加
者
に
は
、
リ
ニ
ア

試
乗
な
ど
の
賞
品
も
当
た
り
ま
す
。

募
集
部
門

一
般
の
部
、
シ
ル
バ
ー
の
部

（
六
十
五
歳
以
上
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間

六
月
十
五
日
（金）
〜

十
二
月
三
十
一
（月）
の
二
〇
〇
日
間

県
内
に
勤
務
ま
た
は
在
住
し
、
運
転
免

許
を
持
つ
方
（
五
人
一
組
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。）

受
付
期
間

四
月
十
六
日
（月）
〜
六
月
八
日

（金）

参
加
資
格

無
事
故
・
無
違
反
を
確
認
す

る
た
め
、
各
チ
ー
ム
ご
と
に
運
転
記
録

証
明
書
の
申
請
（
一
人
七
〇
〇
円
　
合

計
三
、
五
〇
〇
円
）
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
方
法

市
町
村
、
警
察
署
な
ど
の
窓

口
に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

県
民
生
活
課
高
越
安
全
担
当
ま
で
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
民
生
活
課
　
交
通
安
全
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五(
二
二
三)

一
三
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
五(
二
二
三)

一
三
五
四

平
成
十
九
年
度

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
参
加
チ
ー
ム
募
集

●
ワ
ー
ド
（
基
礎
）

日
　
程

六
月
一
・
四
・
五
・
七
・
八
・

十
一
日
の
六
日
間

時
　
間

午
後
六
時
〜
同
九
時

定
　
員

二
十
名

受
講
料

二
、
一
〇
〇
円

対
象
者

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

●
中
高
年
齢
者
の
講
座
（
造
園
・
松
の
芽

つ
み
と
庭
木
の
手
入
れ
）

日
　
程

六
月
十
四
・
十
五
日
の
二
日
間

時
　
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

定
　
員

二
十
名

受
講
料

二
、
一
〇
〇
円

対
象
者

中
高
年
齢
者
の
方

受
付
開
始

四
月
十
六
日
（月）

受
付
・
問
い
合
わ
せ

都
留
高
等
技
術
専
門
校

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
四
（
四
三
）
八
九
一
一

四
月
よ
り
警
察
署
再
編
に
伴
い
都
留
警

察
署
が
大
月
警
察
署
を
本
庁
舎
と
し
都
留

警
察
署
を
大
月
警
察
都
留
分
庁
舎
と
な
り
、

交
通
安
全
協
会
も
四
月
よ
り
大
月
交
通
安

全
協
会
道
志
支
部
と
な
り
ま
す
。

訓
練
生
の
募
集

都
留
交
通
安
全
協
会
道
志
支
部

よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

慶

弔

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

東
和
出
村
　
菅
谷
　
一
章

76
歳

相
模
原
市
　
佐
藤
　
房
且

92
歳

西
和
出
村
　
志
村
　
蘭ら

ん

真ま

ち
ゃ
ん志

村
真
樹

大
　
　
栗
　
河
内
胡
桃
未

く

る

み

ち
ゃ
ん河

内
淳
至

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

竹
　
之
　
本
　
　
　
　
佐
藤
　
栄
克

都
　
留
　
市
　
　
　
　
佐
藤
　
美
帆

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（

長い間お待たせいたし

ました　道志村の電話帳

を発行することになりま

した。

各世帯（道志村に住所

のある世帯）に1冊づつ

配布します。２冊目から

は1冊500円で、役場総

務課で販売していますの

でご利用ください。

道志村の電話帳が 
できました 



４月の納税
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佐藤　奏
そう

太
た

くん（大渡）
平成16年11月９日生
父 靖行さん　母 翼さん

人口　2,078人　男1,031人　女1,047人　世帯数 618世帯（H19.3.１現在）

第316号

平成19年４月１日

固定資産税（第１期）

軽自動車税（第１期）

日 月 火 水 木 金 土

1日
乳児ポリオ予防
接種・医科診療
所　PM1:30

小・中合同着任
式　PM3:00
中央公民館

入学式
道志小AM 9:00
中学校AM10:30

新入学児童・園
児を交通事故か
ら守る運動
～10日

保育所入所式
AM10:00

信玄公祭り

ヨガ教室PM7:30
福祉センター

県議会議員選挙 英会話教室
PM7:00

民生委員会
PM3:00
福祉センター

道志渓谷山菜祭
り(道の駅）

中学校修学旅行
～20日迄

道志渓谷山菜祭
り(道の駅）

英会話教室
PM7:00

狂犬病予防注射
AM9:00～PM3:30

いきいき健康村どうし
健診事業 (65才以上）
１日目AM７:30～福祉
センター

いきいき健康村どうし
健診事業 (65才以上）
2日目AM７:30～福祉
センター

ヨガ教室PM7:30
福祉センター

小・中学校全国
学力学習状況調
査

いきいき健康村どうし
健診事業(20才～64才）
AM8:00～福祉センター

農業委員会

英会話教室
PM7:00

春の連休時におけ
る交通安全運動～
５月６日迄
乳児健診　PM1:30
福祉センター

資源ごみ収集　　

固定資産税・軽
自動車税納期

2日 3日 4日 5日 6日 7日

8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日

29日 30日

４ 月 行 事 予 定

平成19年４月１日（20）

河津桜 （大室指）佐藤　喜徳

昭和の日 振替休日

5月15日　道志村の教育を語る会　PM6:00

4月が連休の為、5月1日納税です。

28日資源ごみ収集 月夜野AM 6:30～AM 7:00 久保　AM 7:10～AM 7:30

道志小AM 8:00～AM 8:30 唐沢小AM 9:00～AM 9:30

善の木AM10:00～AM10:30

河
津
桜
は
寒
緋
桜
と
早
咲
き
大
島
桜
の
自
然

交
配
種
と
い
わ
れ
て
お
り
蕾
の
と
き
は
濃
い

紅
色
だ
が
、
満
開
時
は
淡
紅
色
に
な
る
。


